
2.クイックスタート 

この章では、電子納品チェックソフトの簡単な操作手順について説明します。 



 クイックスタートの操作手順 

1. 電子納品チェックソフトの起動 

デスクトップにあるアイコンをダブルクリックします。 

 

 
 
 

2. チェック開始 

メイン画面左上の［チェック開始］をクリックします。 

 

 
 
 

3. 対応省庁（対応編）選択 

検査する成果品に対応する種別をクリックします。 

 

 
 

 



4. 検査する電子成果品の場所を指定（STEP1） 

成果品を入れたドライブ名をリストから選択し、［次へ］をクリックします。  

PC 内の成果品データを検査する場合は［参照］から成果品の場所を指定しま

す。 

選択が完了しましたら、［次へ］をクリックします。 

 

  

 

  対応省庁選択で岐阜県工事設計を選択した場合、Step-1 の画面は下図になります。 

成果品を入れたドライブ名をリストから選択します。 

PC 内の成果品データを検査する場合は［参照］から成果品の場所を指定します。  

国交省平成 22 年 9 月以降の工事要領で、電子成果品のほかに工事写真、工事帳票

が受注者より提出されている場合は、それぞれのチェックボックスにチェックを入

れ、ドライブ名の選択、もしくは［参照］からデータの場所を指定します。  

選択が完了しましたら、［次へ］をクリックします。 

 

（STEP2 は省略） 



 
 
 

5. 対応要領（案）及び検査するフォルダを指定（STEP3） 

A：要領（案）の年月が表示されている場合は、変更する必要がありません、  

 「選択して下さい」と表示されている場合は、［▼］で選択して下さい。  

B：検査しないフォルダがある場合、チェックをはずして下さい。 

 通常はこの設定で問題ありません。［実行］をクリックします。 

 

 

 
 
 
 

6. 検査の実行 

検査が実行され、進捗状態が表示されます。処理が終了すると、完了メッセージ

画面が表示されますので、［OK］をクリックします。 
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7. 検査結果の閲覧・保存（出力）・印刷 

検査結果を画面上で確認します。結果を保存する場合は、ファイル出力、印刷す

る場合は、［ファイル出力］あるいは［印刷］をクリックします。 

 

 

 
 


